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６
月
10
日
（
木
）
に
生
徒
会
主
催
の
球
技
大
会
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
度
も

２
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、
前
半
は
ボ
ッ
チ
ャ
、
後
半
は
キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
を

行
い
、
種
目
ご
と
の
得
点
を
合
計
し
て
競
い
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対

策
を
考
慮
し
な
が
ら
、
生
徒
会
が
中
心
と
な
っ
て
皆
で
楽
し
め
る
競
技
を
考
え

ま
し
た
。
前
半
の
ボ
ッ
チ
ャ
は
、
２
人
一
組
に
な
り
総
当
た
り
戦
で
対
戦
し
ま

し
た
。
補
食
休
憩
を
挟
み
、
後
半
は
キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。

互
い
に
熱
心
に
声
援
を
送
り
、
白
熱
し
た
試
合
に
な
り
ま
し
た
。
仲
間
同
士
で

フ
ォ
ロ
ー
し
た
り
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
あ
う
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
普
段
あ
ま

り
話
す
機
会
の
な
か
っ
た
人
と
も
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
、
充
実
し
た
時

間
と
な
り
ま
し
た
。 

 

７
月
６
日(

火)

に
校
内
生
活
体
験
発
表
会
を

行
い
ま
し
た
。
学
校
生
活
を
通
じ
て
感
じ
学
ん

だ
体
験
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
言
葉
で
作
文
に
ま
と

め
発
表
し
ま
し
た
。
入
学
時
か
ら
の
変
化
、
こ

の
１
年
間
で
成
長
し
た
こ
と
や
、
仕
事
や
ア
ル

バ
イ
ト
、
部
活
動
で
の
経
験
、
将
来
の
目
標
に

つ
い
て
な
ど
、
ど
れ
も
心
に
響
く
内
容
で
し

た
。 

 

当
日
は
４
年
生
か
ら
順
番
に
１
人
ず
つ
前
に

出
て
発
表
し
、
生
徒
と
教
員
で
内
容
や
発
表
態

度
な
ど
を
評
価
し
ま
し
た
。 

 

発
表
会
の
結
果
は
以
下
の
と
お
り
で
し
た
。 

  
 

１
位 

江
藤 

仁
人 

さ
ん
（
４
年
） 

 

２
位 

矢
吹 

翔
真 

さ
ん
（
３
年
） 

 

３
位 

戸
田 

蘭 

さ
ん
（
２
年
） 

 

 

６
月
15
日
（
火
）
に
キ
ャ
リ
ア
教
育
講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。 

 

前
半
は
５
講
座
に
分
か
れ
て
行
い
ま
し
た
。
受
講
す
る
講
座
は
、

生
徒
が
自
分
の
将
来
や
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
考
え
選
択
し
ま
し
た
。
講

師
に
株
式
会
社
勇
成
建
設
の
前
原
さ
ん
、
岡
山
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
学
院

の
堀
尾
さ
ん
、
佐
藤
紅
商
店
の
佐
藤
さ
ん
、
パ
テ
ィ
ス
リ
ー
・
シ
ャ

ロ
ン
の
渡
辺
さ
ん
、
プ
ロ
ゲ
ー
マ
ー
チ
ー
ム
A

i

l

e

9
オ
ー

ナ
ー
の
は
ね
さ
ん
の
５
名
を
対
面
や
リ
モ
ー
ト
の
形
式
で
お
招
き

し
、
仕
事
や
進
学
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

松
山
高
校
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が

誕
生
し
ま
し
た
。
名
前
は
松 

高
太
郎
（
ま
つ 

こ
う
た
ろ
う
）
で
す
。
有

志
の
生
徒
が
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
を
作
成
し
、
配
色
や

名
前
は
全
校
生
徒
の
投
票

で
決
定
し
ま
し
た
。
松
山

高
校
の
Ｐ
Ｒ
活
動
に
活
用

し
て
い
き
ま
す
。 

松 高太郎 

 

後
半
は
、
『
岡
山
県
高
梁
市
で
教
育×

移
住
し
た
く
な
る
地
域
づ
く

り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
横
山
さ
ん
に
お
越
し
い
た

だ
き
、
全
校
で
の
講
演
会
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
現
在
取
り
組
ま

れ
て
い
る
「
地
域
づ
く
り
」
や
ご
自
身
の
経
験
か
ら
考
え
る
「
人
生
で

大
事
に
し
た
い
10
の
こ
と
」
な
ど
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。
「
う
ま
く
い
か
な
く
な
っ
た
時
の
踏
ん
張
る
力
は
、
そ
れ
が
好
き

な
こ
と
や
や
り
た
い
こ
と
で
あ
る
」
「
社
会
に
出
て
最
も
大
事
な
能
力

は
頼
る
力
で
あ
る
」
「
弱
点
と
思
え
る
こ
と
が
成
功
の
鍵
で
あ
る
」
な

ど
の
話
に
皆
、
真
剣
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。 

 
２
つ
の
講
演
を
聴
き
、
自
分
の
将
来
や
生
き
方
、
地
域
で
の
学
び
に

つ
い
て
、
視
野
を
広
げ
考
え
を
深
め
る
よ
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 
 

 

 



 8月の予定    
 30日(月) 始業式   

  

 9月の予定 

 27日(月)～29日(水) 学校祭準備（3，4限） 

 30日(木) 学校祭準備 

 

 10月の予定 

  1日(金) 学校祭（文化の部） 

  8日(金) 学校祭（体育の部） 

 12日(火) 生徒集会 

 18日(月) (美星天文台見学) 

 19日(火) 生徒会役員選挙 

 20日(水) 人権教育講演会 

 21日(木)  救急救命法講習会 

 22日(金) (キャンドルナイト) 
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働きながら学ぶ 

1. 教育方針 
 学びつつ働くことのできる夜間定時制高校とし

ての特性を生かし、生徒、保護者、地域社会から

信頼される学舎として、自ら求めて学ぶ人物の育

成に努める。 

2. 教育目標 

(1) 地域社会への貢献と協働の精神の育成 

(2) 豊かな知性と情操に基づく文化的想像力

の育成 

(3) 勤労を尊び、責任を重んじる職業観・勤

労観の育成 

検索キーワード 

 「希望の翼 松山高校」 

 

５
月
29
日
（
土
）
に
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
、
軟
式
野
球
部
の

定
時
制
通
信
制
春
季
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
松
山
高
校
か

ら
は
３
年
生
の
矢
吹
さ
ん
が
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
大
会
に
、
２

年
生
の
石
田
さ
ん
と
渡
邉
さ
ん
が
他
校
と
合
同
チ
ー
ム
を
組

み
軟
式
野
球
部
の
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。 

 

 

試
合
当
日
に
向
け
、
授
業
後
の
短
い
時
間
を
有
効
に
使
っ

て
、
両
部
活
動
と
も
日
々
一
生
懸
命
練
習
し
て
き
ま
し
た
。 

 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
の
矢
吹
さ
ん
は
、
第
５
位
と
な
り
見

事
、
全
国
大
会
出
場
を
決
め
ま
し
た
。 

  
 

 ６月29日(火)に高梁自動車学校

にて交通安全教育を行いました。

今年度は自動車からの歩行者や原

付バイクの見え方について、実際

に体験しながら学びました。生徒

からは「普段できない体験をする

ことで、今までとは違う視点で交

通安全を意識できそうだ。」とい

う感想がありました。  

 

交通安全教育Ⅰ 

体験学習 

４年生 『高梁のしぜん』(松山学) 

『夜の高梁魅力紹介』プロジェクト 

iPad 絵で描くしりとり大会 

 ４年生『高梁のしぜん』で

は、様々な実験・実習や野外

学習を行い、高梁市内の自然

について学習しています。写

真は、高梁川での魚取り、

ループ橋展望公園からの高梁

市内の観察、福地でのホタル

の観察などの野外学習を行っ

たときの様子です。 

 6月1日(火)にiPadでアプリを使い、絵で描く

しりとり大会を行いました。言葉を交わさずに

コミュニケーションをとるのが新鮮で、皆楽し

そうに取り組んでいました。 

『夜の高梁魅力紹介』プロ

ジェクトを始動しました。

6月8日(火)には高梁の街を

散策し、紹介する場所を探

しました。図書館やイン

ターネットなどで調べて紹

介する内容をまとめ、校内

で発表会を行う予定です。 

 ６月24日(木)の全校体育で５０

ｍ走を行いました。新記録を目指

し、全速力で走り抜きました。 

５０m走 

キャリア教育 

 今年度もキャリア教育は『ＳＳＴ』、

『キャリア基礎』、『キャリア応用』の３

つの講座に分かれて行います。１・２年

生が中心となる『ＳＳＴ』の授業には吉

備国際大学から宇都宮先生と学生の皆さ

んに参加していただいています。 


